研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　通所リハビリテーション　　　職　種　　介護福祉士　　　氏　名　　福士亜希子

	期　　間　　平成２４年１０月２１日　～　平成２４年１０月２１日

	出張目的　　青森長寿研究発表会参加の為。

	出 張 先　　青森市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

今回、胃ろう(PEG)の方を経口摂取へ移行した事例に関する発表が3例あった。青森県医師会副会長の村上秀一氏より、PＥＧは最終的な手段であり、安易に移行するべきではない。なるべく経口摂取から「美味しい」と感じて頂くように目指してほしい。家族の意向や肺炎になったとしても簡単にはやってほしくない。と意見が聞かれた。また、介護老人保健施設　希望ヶ丘ホーム理事長　石戸谷忻一氏は、動くぬいぐるみを使用した介護動物の事例に関して、ＰＥGの方にぬいぐるみ等を共有させた使用をする場合は緑膿菌の心配もある為、細菌検査をしっかりと行なった上で使用するべきだと意見があった。

昨年、デーリー東北に経鼻経管・胃ろうの方を安易に造設するのは問題ではないかという記事が掲載されていた。八戸市における経鼻経管・胃ろう造設と、そこから経口摂取に移行する働きかけは希薄であると感じる。下北に住んでいる祖母は入院と入所生活を繰り返し、全く食事を食べる事ができず、経鼻経管生活を3ヶ月程していたが、状態が落ち着いてきている事で経口摂取に移行できている。南山苑でも経管日数が長くなればなる程、嚥下機能が低下し経口摂取に移行できる可能性が低くなると考える。経鼻経管・胃ろう造設はあくまでも最終手段として、万が一、造設をしても嚥下評価を行い、傾向摂取に移行できるようにしていくべきではないかと考える。

【要旨】

○特別養護老人ホームにおける口腔リハビリの取り組み～胃ろうから経口摂取にむけて～

特別養護老人ホーム　ハピネスやくら

胃ろうの方に対し、家族の希望により、経口摂取を目指し、今年度より導入した口腔リハビリテーションの実施事例。

○意欲から生活向上へ～意欲的に胃ろうから経口摂取へ移行した一時例～

　　特別養護老人ホーム　三思園

　　胃ろう栄養状態である中で「水を飲みたい」の一言から、「食べたい」と思う意欲を導き出し経口

　　摂取状況だけではなく、それに伴い精神面・身体面でも向上された事例。

○動くぬいぐるみ『シロ』と出会ってご飯が美味しい～こんにちはシロ、さようならＰＥＧ～

　　医療法人芙蓉会　芙蓉会病院

不穏傾向でＰＥＧ自己抜去の見られる患者に対し、動くぬいぐるみを使用し情緒的安定、ＱＯＬの

　　向上を目指した結果、笑顔が見られるようになり、食事も経口摂取へと移行することができた事例。

【考察】

介護職員の発表事例であったが、質疑応答で「その方は個別リハビリと生活リハビリを週何回行なっているのか。」「介護度はいくらか。」の質問に対しその職員は、「自分はリハビリをする職員ではないので、何回やっているのか知りません。ケアマネじゃないので介護度も分かりません。」という返答だった。

連携をする上で、介護職員が利用者様のリハビリの回数と介護度すらも把握していないのは大変な問題である。連携という内容にも関らず、他人事の考えであり、南山苑ではあってはならない事だと感じる。

また在宅復帰を目標としているが、その方は車椅子生活から歩行まで向上しているが、在宅復帰に関する事はまだ家族に打診していないとの事で、退所支援による計画が不十分だったのではないかと考える。

【要旨】

○『歩いて家に帰りたい』～生活リハビリを強化して～

　　介護老人保健施設ニューライフ芙蓉

　　施設の役割は在宅復帰支援であり、入所期間は原則として、3ヶ月から6ヶ月となっている。今回

　　リハビリスタッフによる個別リハビリと、介護スタッフによる生活リハビリが連携することで、Ａ

　　ＤＬが向上した事例。

【考察】

どこの事業所でも料理の取り組みはレクリエーションの一環として実施されているが、個々のレベルや設備・環境に合わせた料理や調理の取り組みは出来ていない点に着目し、栄養士の仕事の見直しが図られているように感じられる。在宅が大変になるとヘルパーや配食サービスに頼りがちになるのに、よく取り組んでいる事例である。相談員とケアマネから今回事例にあげられた2名の利用者を把握し、しっかりと連携されているケアであり、私達の栄養士にも求めたい内容でもあり、介護職とした立場としても更に踏み込んだケアを提供する必要があると考える。今回、炊飯器で何品も料理が出来上がる事例であったが、発表の最後に電子レンジで簡単に美味しいメニューの紹介があり、向上心が感じられた。

【要旨】

○高齢者も実施できる簡単な調理方法～高齢者に向けた料理の提案～

　　介護老人保健施設　カトレア

　　デイ利用者の中には独居で生活・高齢で2人暮らしをしている方もおり、毎日の食事準備にやる気

　　をなくし食べる楽しみを失っている方がいる。そんな利用者へ簡単な調理方法の提案をすることで

　　食事に対する楽しみや意欲の向上を図った事例。

【考察】

ケアセンター弘前の従来の避難訓練の仕方は事前に職員に避難経路や内容などを職員に説明を行なっていたが、今回は抜き打ち避難訓練として、職員に詳細を知らせずに行なった事で、情報伝達や各部署間での協力体制等に問題がみられた。とあり、南山苑でも昨年度より避難訓練の為の訓練とならない為の打開策として、職員に事前に教えない抜き打ち避難訓練を行なっている。この施設のように例年に比べ職員の動きが鈍く、時間を要している事、把握できていない状況に慌てている職員が続出しているがそれぞれの力で指示しようとする動きや、声を出し合って避難させる様子が出てきている。いつやってくるか分からない天災に、いつでも対応できるように今後も南山苑で抜き打ち避難訓練として継続していくべきであると感じた。

【要旨】

○介護老人保健施設における防災訓練の在り方について

　　介護老人保健施設　ケアセンター弘前

　　平成23年3月11日に東日本大震災があり、多くの方が犠牲となった。その中には様々な施設に

　　入所されている高齢者の方々も多く含まれていた。万が一、同じような事が自分達の職場に起きた

　　ら。と考え、毎年行なっている防災訓練の在り方について考えた事例。

【考察】

私達の演題の担当をされた座長　日本介護専門員協会会長　青森県薬剤師会会長　木村隆次氏より、

この取り組みの内容を聞いていて、改善に至ったと思ったけども結局は、まだ至っていない内容になっていましたが、それはどうしてだったのでしょうか？私も学生等にうるさく注意をしてきた事があり、駄目な職員に対してもっとうるさく注意していく必要があったと思います。頑張って下さい。と激励の言葉を頂いた。木村氏の助言通り、職員一人一人に対する改善する為の働きかけが甘かったと反省させられた。下半期にむけて更に力を入れ、ことば掛けの為に取り組みの持続をしていく必要があると考える。

【要旨】

○介護の原点を取り戻せ！～人に声を掛け、人が人に輪を架ける～

　　介護老人保健施設　南山苑

　　円滑に業務を進めることを優先にしてしまったことにより、利用者から職員がいつも忙しそうで

　　話しかけるのが申し訳ないと話すことが多く、コミュニケーションも仕事であるという認識が薄れ

　　ていることが以前から課題とされてきた。今回ことば欠けの原因をあげ、介護の原点である「声を

掛ける、話を聴く、互いに笑う」を取り戻す為、ことば欠けからことば掛けを目的とした事例。
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